
天

界

第
三
十
四
號

（
第
三
懇
）
　
大
正
十
二
年
十
一
月
號

り
1
　
　
ク

天
交
毫
　
の
　
現
状
助
漱
授
理
學
士

山
　
本
　
一

清

　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

　
世
界
第
二
の
大
レ
ン
ズ
望
雲
鏡
を
以
っ
て
有
名
な
リ
ク
天
文
肇
は
，
其
の
創
立
手
初
か
ら
、
ひ
ご
り
米
國
乃
至
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
誇
り

た
る
に
止
ま
ら
な
い
で
、
實
に
世
界
の
…
名
物
で
あ
っ
た
。
今
日
、
塁
壁
鏡
の
大
き
さ
の
み
か
ら
言
へ
ば
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に
ヤ
ー
キ
ス

の
四
十
吋
が
あ
り
、
叉
、
同
じ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
も
近
年
天
文
學
界
の
名
所
、
こ
な
っ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
毫
が
あ
る
け
れ
さ
も
、
や
は

り
、
リ
ク
は
其
の
三
十
六
吋
を
中
心
ε
し
て
、
多
く
の
撃
者
蓬
を
養
ひ
、
創
立
以
來
ほ
ε
ん
さ
牛
世
紀
の
素
晴
し
い
中
置
的
貢
献
を
、
現
今
も

爾
綾
け
て
、
「
極
西
」
の
一
角
か
ら
世
界
の
天
文
詩
界
を
脾
湿
し
て
み
る
様
は
偉
な
り
ミ
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
自
分
は
渡
米
以
黒
八
ク
月
孕
を
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
皇
に
於
い
て
費
し
た
後
，
今
夏
、
日
蝕
観
測
の
た
め
西
下
の
序
で
を
以
っ
て
，
七
月
上
旬

桑
港
に
世
界
教
育
大
會
を
見
舞
ひ
、
次
い
で
、
多
く
の
期
待
ε
憧
憬
を
持
っ
て
、
こ
の
リ
ク
天
文
皇
を
ハ
ミ
ル
ト
ン
山
上
に
訪
問
し
た
。
訪
問

S
は
言
ふ
も
の
の
、
た
“
唄
瞥
の
挨
拶
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
、
長
長
に
乞
ふ
て
、
籔
日
の
生
活
を
墓
員
一
望
ε
共
に
し
、
筒
、
特
に
写
る

問
題
を
定
め
て
、
短
か
い
研
究
も
試
み
た
の
で
あ
る
か
ら
、
リ
ク
の
氣
分
を
可
な
り
好
く
味
は
ひ
得
た
こ
ε
を
詩
編
に
思
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
リ
ク
ミ
言
へ
ば
、
誰
も
皆
、
其
の
有
名
な
天
文
爪
長
カ
ン
ベ
ル
氏
を
聯
想
す
る
。
こ
の
カ
ン
ベ
ル
氏
が
昨
年
九
月
の
日
蝕
観
測
に
、
逡
く
濠

州
に
出
張
し
て
、
四
十
吠
の
天
文
カ
メ
ラ
に
よ
り
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
現
象
を
確
謹
し
た
ε
い
ふ
報
告
．
か
、
此
の
春
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ひ
ざ
も
ピ

表
せ
ら
れ
，
臨
界
の
内
外
を
驚
か
せ
て
居
る
間
に
、
御
膝
下
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
學
で
は
、
ご
う
く
，
同
氏
を
大
指
の
番
長
に
捲
ぎ
上
げ

B工6

（
一
）
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（
二
）

て
了
つ
た
。

　
「
カ
ン
ベ
ル
“
が
絡
長
に
W
浬
幽
ば
、
れ
た
」

ぐ
」
い
ふ
新
聞
電
報
は
i
i
た
し
か
五
月
頃
で
あ
っ
た
ご
思
ふ
が
ー
ー
少
な
か
ら
す
駄
米
の
天
文
學
界
を
狼
狽
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
何
－
こ
な
れ

ば
、
カ
ン
ベ
ル
氏
は
、
其
の
年
齢
こ
そ
幾
分
老
楴
に
入
っ
た
、
し
は
い
へ
、
其
の
研
究
能
力
は
近
來
盒
々
冴
え
て
、
今
が
働
き
盛
り
の
活
躍
振
り

を
見
せ
、
殊
に
、
今
彼
れ
は
世
界
天
文
総
同
盟
の
長
で
あ
り
、
叉
、
ア
メ
リ
カ
天
文
學
＾
曾
の
陥
凹
を
も
兼
ね
て
み
る
。
古
れ
を
例
ふ
れ
ば
、
世

界
天
文
墨
界
の
ロ
マ
法
王
の
如
く
で
あ
っ
て
、
彼
れ
の
一
旦
一
動
は
宇
宙
研
究
に
卜
す
る
現
代
を
指
揮
す
ろ
意
味
を
持
っ
て
る
る
の
で
あ
る
か

ら
。
ア
ン
ビ
シ
ア
ス
な
彼
れ
カ
ン
ベ
ル
氏
も
此
の
間
の
溝
息
は
充
分
心
得
て
は
み
る
が
、
折
角
、
降
っ
て
來
た
チ
ャ
ン
ス
を
塾
し
く
逸
す
る
氏

で
は
な
い
。
「
選
墾
の
結
果
を
、
承
諾
す
る
だ
ら
う
か
、
噺
は
る
だ
ら
う
か
」
－
こ
、
門
々
の
不
安
に
襲
は
れ
て
る
る
間
に
、
彼
は

　
「
総
長
職
は
承
諾
し
た
Q
し
か
し
リ
ク
天
文
皇
長
た
る
こ
ε
も
兼
ね
る
こ
一
こ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ら
も
の

ミ
い
ふ
爾
切
れ
の
好
い
決
心
を
書
表
し
て
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
満
足
さ
せ
た
。
彼
れ
は
實
に
豪
者
で
あ
る
。
総
長
は
今
年
の
七
月
一
日

か
ら
就
任
し
た
。
し
か
る
に
、
同
七
月
七
日
、
自
分
が
ハ
ミ
ル
ト
ン
山
上
に
登
っ
て
見
る
，
こ
、
カ
ン
。
ヘ
ル
氏
の
住
宅
は
若
干
の
工
入
を
雇
っ
て

修
理
潜
築
を
始
め
た
ば
か
の
で
あ
っ
た
。
彼
れ
は
，
ま
だ
、
將
來
を
見
て
み
る
の
だ
鴛

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
カ
ン
ベ
ル
氏
を
増
大
將
－
こ
し
て
、
リ
ク
天
文
皇
に
は
エ
ト
ク
ン
、
タ
カ
ー
、
ラ
イ
ト
、
ム
ー
ア
、
ト
ラ
ン
プ
ラ
i
等
の
諸
氏
が
轡
を
並
べ
て

奮
醐
し
て
み
る
。

　
エ
ト
ヶ
ン
氏
は
理
想
的
の
好
々
翁
で
あ
る
。
齢
は
カ
ン
ベ
ル
氏
嘔
こ
ほ
“
同
じ
位
ε
思
ふ
か
ら
、
未
だ
、
西
洋
入
の
奉
均
年
齢
か
ら
見
て
、
発

れ
る
年
輩
で
は
な
い
が
、
惜
し
い
こ
一
こ
に
耳
が
大
に
弱
っ
て
み
る
。
常
に
胸
間
に
愚
管
器
を
ぶ
ら
さ
げ
て
、
入
－
こ
話
し
す
る
ミ
き
な
7
ご
、
耳
を

立
て
る
か
は
り
に
、
此
の
引
音
器
を
相
手
の
眼
の
前
に
突
き
出
す
。
始
め
は
世
味
が
悪
い
や
う
に
も
感
じ
る
が
、
そ
れ
で
み
て
、
御
本
入
は
常

に
ニ
コ
く
で
、
誰
で
も
を
、
嘗
め
ん
ば
か
り
に
愛
し
て
呉
れ
る
。
眼
付
き
の
愛
く
る
し
い
こ
ε
も
無
類
で
あ
る
。
自
分
は
此
ん
な
親
し
み
深

い
人
に
會
つ
た
こ
一
こ
は
な
い
。
ー
ー
エ
ト
ケ
ン
氏
は
、
入
も
知
る
如
く
、
現
今
、
一
婦
星
に
關
す
る
世
界
的
君
影
で
あ
る
。
リ
ク
に
來
任
し
て
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か
ら
今
日
ま
で
二
十
八
年
、
其
の
間
、
三
十
六
吋
の
大
レ
ン
ズ
を
用
み
て
、
專
ら
二
重
星
の
観
測
を
つ
ゴ
け
た
。
彼
れ
は
全
天
に
散
在
す
る
九

等
以
上
の
総
て
の
星
を
瞼
毒
す
る
ぐ
」
い
ふ
大
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
以
っ
て
其
の
仕
事
を
始
め
た
の
で
あ
る
が
，
此
の
事
業
は
今
や
見
事
に
完
成
し
て

其
の
結
果
、
箪
猫
に
三
千
隠
沼
の
新
二
重
星
を
襲
親
し
た
。
之
れ
は
實
に
開
開
以
來
の
新
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。
殊
に
エ
ト
ケ
ン
の
三
千
星
は
其

の
覗
距
離
の
小
な
る
こ
ミ
に
於
い
て
優
れ
て
み
る
。
中
に
は
十
分
の
一
秒
に
達
す
る
も
の
が
あ
る
。
自
分
は
リ
ク
に
滞
在
中
の
或
る
一
夜
、
氏

に
從
っ
て
大
ド
ー
ム
に
入
り
、
観
測
中
の
彼
れ
一
こ
其
の
星
を
親
し
く
見
た
こ
ご
が
あ
る
。

　
「
今
夜
の
室
氣
は
中
の
下
だ
。
そ
れ
で
も
」

S
言
ひ
な
が
ら
、
彼
れ
は
○
創
輔
三
秒
－
こ
い
ふ
星
を
測
っ
て
居
た
。
自
分
は
同
じ
三
十
六
吋
で
同
じ
軸
重
の
星
を
覗
い
て
見
た
が
、
ε
て
も
二

つ
星
ぐ
」
は
見
え
な
い
ぐ
ら
み
に
星
の
像
は
観
れ
て
る
た
。
「
こ
れ
が
此
の
老
入
の
眼
・
刀
か
」
隔
ご
自
分
は
果
れ
驚
い
た
。
あ
ε
で
、
氏
は
態
々
捌
測

を
中
止
し
て
、
自
分
に
、
最
近
工
案
の
干
渉
計
を
見
せ
て
く
れ
た
。
此
の
老
入
，
ま
だ
新
し
い
計
叢
を
し
て
み
る
の
だ
ー
ー
”

　
エ
ト
ケ
ン
氏
の
近
い
將
來
に
於
け
る
大
事
業
は
二
重
星
総
表
の
完
歳
出
版
で
あ
る
。
此
の
種
の
図
表
は
、
十
七
年
前
に
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
バ
ー

ナ
ム
教
授
が
嚢
表
し
た
が
、
同
教
授
は
其
の
後
の
新
材
料
を
纒
め
る
時
を
行
ず
し
て
十
年
前
に
死
ん
だ
。
其
の
後
、
材
料
は
一
旦
、
フ
ラ
ワ
ー

天
文
壼
の
ド
ウ
リ
ト
ル
教
授
の
手
に
移
さ
れ
た
が
、
此
の
入
も
籔
年
前
に
死
ん
だ
た
め
、
逡
に
今
は
全
部
が
エ
ト
ケ
ン
氏
の
手
に
踊
し
た
の
で

あ
る
。
自
分
は
此
の
全
財
産
を
心
し
て
み
る
書
庫
を
見
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
此
の
大
事
業
を
，
如
し
み
つ
・
着
々
ε
し
て
整
理
し
て
み
る
此

の
玉
虫
者
の
態
度
を
崇
拝
せ
ん
ば
か
り
に
感
じ
た
。
ー
ー
此
頃
、
飴
暇
に
、
氏
は
こ
重
星
の
憶
測
視
差
の
研
究
を
し
て
み
る
ミ
い
ふ
話
で
あ
っ

た
Q

　
コ
一
重
星
の
こ
嘔
こ
な
ら
何
で
も
ー
ー
“
L

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ツ
ト
　

之
れ
が
工
ト
ケ
ン
氏
の
標
語
で
あ
る
ε
い
ふ
Q
「
此
の
人
は
二
重
星
唱
こ
心
中
で
も
す
る
人
だ
。
」
自
分
は
此
う
直
聾
し
た
。

　
今
年
七
月
か
ら
は
、
前
記
》
カ
ン
ベ
ル
氏
が
大
壷
総
長
に
就
任
し
て
、
天
文
毫
か
ら
不
在
の
日
が
多
い
た
め
、
面
長
の
實
務
は
多
く
工
ト
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ

ン
氏
に
委
せ
ら
れ
る
こ
ミ
に
な
っ
た
。
彼
は
員
外
君
長
ε
い
ふ
名
で
、
書
の
中
は
可
な
り
忙
が
し
さ
う
に
俗
務
を
見
て
み
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

（
三
）
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へ
四
）

　
タ
カ
ー
氏
は
憂
り
者
ら
し
い
。
天
文
毫
の
総
て
の
者
が
、
星
の
色
だ
・
こ
か
光
だ
ε
か
形
だ
¶
こ
か
、
一
般
に
、
天
膿
物
理
に
關
督
し
た
方
面
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や

研
究
を
や
っ
て
み
る
の
に
、
此
の
タ
カ
ー
氏
の
み
は
超
然
ざ
し
星
の
基
本
的
位
置
を
の
み
研
究
の
目
的
ミ
し
、
侮
夜
、
六
吋
の
子
午
環
を
操
っ

て
、
頼
り
、
星
の
経
緯
度
を
糊
測
し
て
み
る
。
外
観
的
に
は
、
此
の
天
文
皇
に
於
い
て
、
タ
カ
ー
氏
の
ブ
イ
ル
ド
は
全
く
他
の
入
、
こ
相
容
れ
な

い
別
天
地
で
あ
り
、
言
は
“
、
天
文
適
中
の
一
敵
國
の
観
が
あ
る
。
し
か
し
思
ふ
に
、
此
の
リ
ク
天
文
墓
に
子
午
線
部
が
置
か
れ
た
の
は
全
く

創
立
常
時
の
皇
長
ホ
ル
デ
ン
氏
の
蓬
観
に
依
る
の
で
あ
っ
て
、
今
に
し
て
彼
れ
の
眼
識
の
非
凡
で
あ
っ
た
こ
一
こ
が
頷
か
れ
る
。
リ
ク
天
文
壁
が

建
て
ら
れ
た
十
九
世
紀
の
末
の
頃
は
、
米
國
に
於
い
て
も
、
天
艦
物
理
學
が
非
常
に
有
望
な
將
來
を
見
せ
た
時
代
で
あ
っ
て
、
近
く
新
し
い
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
け

紀
の
到
來
－
こ
共
に
、
古
い
天
文
學
は
滅
び
、
新
し
い
天
艦
物
理
肇
が
其
の
後
を
襲
ふ
て
巡
り
榮
え
る
だ
ら
う
「
こ
多
く
の
忙
々
が
豫
馴
し
た
時

代
で
あ
る
。
故
に
、
世
紀
宋
に
建
て
ら
れ
た
ヤ
ー
キ
！
ス
天
文
皇
な
，
ご
は
、
始
め
か
ら
「
天
艦
物
理
學
の
研
究
の
た
め
」
ミ
い
ふ
こ
唱
こ
を
專
ら
標

榜
し
、
新
時
代
の
開
拓
者
を
以
っ
て
自
任
し
や
う
一
こ
し
た
。
そ
れ
で
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
は
四
十
吋
の
大
望
蓮
鏡
は
言
ふ
に
及
ば
す
、
太
陽
研
究

室
に
し
て
も
、
物
理
實
験
室
に
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
贅
澤
を
蓋
し
て
建
築
ε
設
備
を
し
た
の
で
あ
る
け
れ
さ
、
所
謂
基
本
天
文
學
た
る
子
午
線

室
に
は
売
僅
か
に
三
管
の
子
午
儀
を
一
つ
飾
り
も
の
ミ
し
て
据
え
付
け
た
き
り
で
、
今
日
ま
で
一
回
も
使
用
さ
れ
す
に
あ
る
ε
い
ふ
有
様
で
あ

る
。
な
る
ほ
，
ご
、
天
艦
物
理
學
の
た
め
に
は
物
理
學
的
設
備
さ
へ
備
は
つ
て
み
れ
ば
好
い
の
で
あ
る
か
ら
，
今
日
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
墓
の
子

午
線
室
が
使
用
さ
れ
て
る
な
い
の
は
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
自
身
の
た
め
に
は
別
に
差
支
へ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ひ
ろ
く
考
へ
れ
ば
、
天
文
の
學
は

や
は
り
決
し
て
天
禮
物
理
學
の
み
に
識
き
る
も
の
で
は
な
い
。
い
く
ら
天
禮
物
理
學
が
盛
ん
に
な
っ
て
も
、
子
午
線
天
文
學
は
、
ま
た
凋
自
の

使
命
噛
こ
フ
イ
ル
ド
ε
を
持
っ
て
る
る
。
此
の
見
地
か
ら
見
る
ε
、
リ
ク
天
文
毫
に
、
始
め
か
ら
子
午
環
が
活
躍
し
て
み
る
意
義
は
頗
る
深
い
，
こ

言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
タ
カ
ー
氏
は
今
日
ま
で
に
三
十
年
の
間
、
観
測
を
綾
け
て
來
た
結
果
、
幾
多
の
恒
星
の
赤
縄
赤
緯
乃
至
固
有
蓮

動
を
決
定
し
九
の
み
な
ら
す
、
近
頃
は
、
子
午
線
學
の
一
居
根
本
に
濁
れ
て
、
地
上
経
緯
度
の
愛
動
及
び
光
線
屈
折
の
方
面
に
も
重
要
な
る
結

果
を
墾
け
て
る
る
。
一
i
タ
カ
ー
・
氏
は
（
老
い
た
故
も
あ
る
か
）
西
洋
入
に
は
稀
な
汚
な
い
顔
の
持
主
で
あ
る
が
．
夫
人
唱
こ
小
供
蓬
は
何
れ
も
若

々
し
く
て
美
し
い
愉
快
な
入
替
で
あ
る
。
二
塁
ー
氏
自
身
も
親
切
で
、
温
情
に
富
み
、
話
し
好
き
で
，
機
智
を
愛
す
る
人
で
あ
る
Q
自
分
は
、

ま
た
、
リ
ク
滞
在
中
、
時
々
、
氏
の
研
究
室
や
観
測
室
を
訪
ね
、
親
切
な
る
氏
の
遠
藤
を
き
、
、
又
亀
．
實
聖
上
の
有
望
な
る
意
見
を
與
へ
ら
れ
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た
Q
殊
に
自
分
は
、
先
年
、
水
澤
観
測
所
に
於
い
て
緯
度
槻
測
に
從
事
し
、
從
っ
て
、
一
般
に
子
午
線
學
に
興
味
を
持
っ
て
る
た
か
ら
、
タ
カ

ー
氏
¶
こ
の
會
話
は
頗
る
有
盆
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
ラ
イ
ト
、
ム
ー
ア
爾
氏
は
馬
長
カ
ン
ベ
ル
氏
の
直
接
の
高
弟
で
あ
る
Q
何
れ
も
天
艘
分
光
學
的
興
味
に
於
い
て
、
相
互
共
鳴
し
、
長
年
の
間

男
の
覗
線
遽
度
を
観
測
研
究
し
て
、
た
め
に
、
今
日
の
硯
線
速
度
學
上
に
於
け
る
、
リ
ク
天
文
肇
を
世
界
の
第
一
位
に
置
か
し
め
た
所
以
で
あ

る
。
自
分
が
リ
ク
に
滞
在
し
た
七
月
頃
は
、
ラ
イ
ト
氏
も
ム
ー
ア
氏
も
共
に
、
來
九
月
の
日
蝕
に
メ
キ
シ
コ
へ
行
く
湛
征
の
準
備
に
忙
殺
δ
れ

て
，
日
曜
ま
で
も
働
き
つ
草
け
て
る
た
や
う
な
忙
し
さ
で
あ
っ
た
。
其
の
間
、
ラ
イ
ト
氏
は
全
く
夜
間
の
観
測
を
中
止
し
て
み
た
。
し
か
し
、

ム
ー
ア
氏
は
、
そ
れ
で
も
月
の
無
い
夜
を
選
ん
で
遊
星
献
星
雲
の
分
光
撮
影
を
三
十
六
吋
で
や
っ
て
み
た
。
彼
等
は
未
嚢
表
の
研
究
資
料
を
多

く
持
っ
て
る
る
。
自
分
は
リ
ク
を
去
る
前
日
、
た
ま
ー
ム
ー
ア
氏
，
こ
話
し
て
み
る
間
、
同
氏
か
ら
貴
重
な
爲
眞
原
板
を
澤
山
見
せ
ら
れ
て
非

常
な
智
識
を
増
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

　
ト
ラ
ン
プ
ラ
ー
氏
は
近
頃
リ
ク
天
文
寮
に
來
た
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
恰
も
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
於
け
る
ブ
ン
ビ
ー
ス
ブ
ル
ク
氏
の
如
く
、
之

は
米
語
入
で
は
な
か
っ
た
。
生
國
は
瑞
西
國
で
、
ツ
ー
リ
ヒ
大
雪
で
教
育
を
受
け
た
ε
い
ふ
。
歓
洲
大
戦
の
時
は
工
兵
工
官
ミ
し
て
組
國
を
守

っ
た
ミ
い
ふ
話
も
き
い
た
。
見
た
所
、
流
石
に
眉
目
秀
麗
の
中
欧
入
で
あ
る
。
英
語
は
着
り
上
手
で
な
い
。
自
宅
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
用
み
て

み
る
。
ト
ラ
ン
プ
ラ
三
寸
は
、
昨
年
こ
の
リ
ク
天
文
毫
か
ら
濠
州
へ
出
か
け
て
行
っ
た
日
蝕
観
測
除
中
で
、
特
に
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
現
象
の
観

測
を
搭
満
し
九
入
で
あ
る
。
近
頃
、
カ
ン
ベ
ル
氏
ε
合
著
で
、
観
測
結
果
の
主
要
な
部
分
を
嚢
表
し
た
が
、
筒
其
の
後
も
、
一
i
ち
や
う
「
ご
、

自
分
が
リ
ク
に
滞
在
中
の
頃
も
i
l
や
は
り
斜
面
の
残
さ
れ
た
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
言
忌
の
原
板
を
、
侮
日
測
定
し
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
以
上
、
カ
ン
ベ
ル
、
タ
カ
i
、
エ
ト
ケ
ン
、
ラ
イ
ト
、
ム
ー
ア
、
ト
ラ
ン
プ
ラ
ー
の
六
氏
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
山
上
、
こ
の
リ
ク
天
文
皇
の
構

内
に
家
を
持
っ
て
る
る
。
ト
ラ
ン
プ
ラ
ー
氏
の
宅
が
最
も
新
し
く
、
此
の
夏
に
は
、
ま
だ
、
表
立
關
の
工
事
が
進
行
中
ε
い
ふ
有
様
で
あ
っ
た

（
五
）
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（
六
）

が
，
ミ
に
か
く
、
何
れ
の
家
も
中
々
立
派
な
構
へ
で
あ
る
。
1
一
此
等
の
住
宅
に
園
ま
れ
て
、
中
央
部
の
一
段
高
い
場
所
に
、
天
文
肇
の
主
要

建
築
が
立
っ
て
る
る
。
天
文
墓
の
圭
な
建
築
は
、
第
一
圖
の
や
う
な
配
置
に
な
っ
て
、
大
山
な
も
の
が
五
つ
あ
る
。
圖
中
の
A
が
本
館
，
B
が

子
午
環
室
、
C
が
實
験
室
，
D
が
機
械
工
場
、
E
が
寄
宿
含
で
あ
る
。
本
館
は
、
山
最
の
地
勢
の
關
係
上
、
北
々
東
か
ら
南
々
西
に
長
く
延
び

た
形
に
建
て
ら
れ
、
東
側
が
全
部
廊
下
－
こ
な
り
、
西
側
が
多
く
の
室
に
仕
切
ら
れ
て
各
研
究
者
の
研
究
室
や
圏
書
室
や
事
務
室
に
割
當
て
ら
れ

て
る
る
。
本
館
の
南
端
が
大
ド
ー
ム
で
、
こ
』
に
例
の
有
名
な
三
十
六
吋
の
屈
折
式
望
湛
鏡
が
置
か
れ
て
あ
る
。
叉
，
本
館
の
北
端
は
少
も
く

西
へ
鍵
形
に
「
曲
っ
て
、
其
の
　
　
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
れ
を
改
良
し
、
塘
補
し
て
、
あ
の
立
派
な
も
の
を
作
っ
た
の
で
あ

端
に
十
二
退
寮
遽
鏡
の
ド
i
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
し
か
も
其
の
改
良
の
要
黒
は
、
リ
ク
天
文
肇
で
は
廊
下
の
片

ム
が
あ
る
此
の
大
艦
の
構
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諦
　
　
側
に
研
究
室
が
並
ん
で
み
る
の
を
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
で
は
爾
側
に
研

を
見
た
も
の
は
誰
で
も
、
　
　
第

「
ハ
、
ア
、
此
．
れ
，
か
や
ー
キ
　

一

ー
ス
天
文
毫
の
原
型
だ
ナ
」
　
圖

ε
氣
“
か
付
く
Q
‘
ヤ
ー
キ
ー
ス

の
建
設
者
へ
ー
ル
氏
は
、
此

の
リ
ク
の
模
型
に
よ
り
，
之
△

究
室
を
置
き
、
叉
、
十
二
吋
の
ド
ー
ム
に
心
構
的
に
，
今
町
つ
の

ド
ー
ム
を
作
っ
て
、
そ
れ
に
は
二
＋
四
吋
の
反
射
鏡
を
据
え
た
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
リ
ク
が
親
で
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
が
其
れ
か
ら
生
れ

た
第
二
世
た
る
こ
ご
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
九
）

　
自
分
が
長
く
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
皇
に
居
た
経
験
を
持
っ
て
、
今

リ
ク
天
・
文
肇
を
見
た
時
、
其
の
外
観
よ
り
得
た
第
U
印
象
は

「
御
粗
宋
で
奮
式
だ
」

ざ
い
ふ
感
じ
で
あ
っ
た
。
リ
ク
が
建
て
ら
れ
た
の
は
一
八
八
八
年
で
あ
り
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
は
一
八
九
七
年
に
出
方
上
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
リ

ク
は
確
か
に
↓
ε
昔
の
年
長
者
に
は
違
ひ
な
い
の
だ
が
，
見
た
感
じ
は
決
し
て
唯
八
九
年
の
蓮
ひ
で
は
な
い
。
ヤ
ー
キ
ー
ス
は
、
建
築
全
罷
の

か
ま構
へ
が
凡
て
鋤
構
的
に
、
バ
ラ
ン
ス
を
巧
み
に
取
っ
て
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
内
部
ε
外
部
ミ
何
れ
も
細
か
い
部
分
に
至
る
ま
で
、
美
麗
な
彫

刻
で
満
た
さ
れ
、
柱
の
配
置
や
窓
の
作
り
か
ら
、
電
燈
の
吊
し
方
に
至
る
ま
で
、
極
力
、
美
観
を
増
す
た
め
に
工
案
が
め
ぐ
ら
さ
れ
，
そ
れ
に
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彫
刻
の
噌
つ
ノ
＼
は
悉
く
古
今
ω
天
文
義
軍
が
慮
用
し
て
あ
る
か
ら
、
天
文
豊
は
恰
も
遍
種
の
天
文
美
術
館
の
や
う
な
立
派
さ
で
あ
る
。
自
分

は
肯
ん
5
九
ケ
月
近
く
も
や
ー
キ
ー
ス
天
文
皇
に
居
て
，
暇
あ
る
毎
に
此
の
建
築
の
各
部
分
に
見
ε
れ
て
終
り
ま
で
飽
く
こ
ミ
が
無
か
っ
た
σ

思
ふ
に
，
天
文
皇
の
建
築
ε
し
て
、
世
界
何
所
を
見
て
も
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
優
る
も
の
は
恐
ら
く
は
あ
る
ま
い
。
こ
う
し
た
特
別
の
美
的
標
準

を
持
っ
て
行
っ
た
か
ら
、
リ
ク
天
文
皇
の
建
物
が
頗
る
見
劣
り
が
し
た
の
は
無
理
も
な
い
の
だ
コ
リ
ク
の
方
は
、
徹
頭
徹
尾
、
實
用
向
き
で
、

只
、
堅
牢
で
あ
れ
ば
、
ほ
か
に
は
何
物
も
求
め
な
い
ぐ
」
い
ふ
や
う
な
建
て
方
で
あ
る
か
ら
、
要
す
る
に
必
要
な
だ
け
の
煉
瓦
を
積
み
重
ね
た
ε

い
ふ
に
過
ぎ
な
い
、
柱
や
窓
の
形
な
㍗
ご
は
始
め
か
ら
設
計
者
の
念
頭
に
往
課
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
勿
論
彫
刻
に
凝
る
な
㍗
ご
は
思
ひ
も
よ
ら
な

い
。
大
小
ご
り
の
ド
ー
ム
の
外
観
も
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
ド
ー
ム
に
見
馴
れ
た
者
か
ら
見
れ
ば
、
全
く
別
世
界
を
見
る
や
う
な
貧
弱
さ
を
表
は
し

て
み
る
。
尤
も
、
天
艦
観
測
－
こ
い
ふ
本
來
の
研
究
目
的
か
ら
言
へ
ば
、
此
の
リ
ク
の
ド
ー
ム
に
し
て
も
、
一
般
の
建
築
に
し
て
も
、
今
日
、
別

に
何
の
不
都
合
め
不
便
は
無
い
の
で
あ
る
の
だ
け
れ
曹
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
於
い
て
見
る
、
か
の
堂
々
た
る
孚
球
を
天
室
に
浮
き
上
ら
せ
て
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
べ

其
の
英
姿
や
、
そ
れ
を
好
い
程
の
中
耳
の
所
で
取
の
ま
い
て
み
ろ
欄
干
の
作
り
方
な
さ
を
思
ひ
起
し
て
見
ろ
ざ
、
リ
ク
の
ド
レ
ム
は
軍
に
鍋
を

倒
さ
に
伏
せ
た
こ
い
ふ
趣
向
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
）

　
木
が
少
な
く
て
、
見
晴
し
の
好
い
、
海
抜
四
千
呪
の
山
男
で
あ
る
が
た
め
、
こ
の
リ
ク
天
文
皇
の
景
色
の
好
い
こ
ε
は
、
此
れ
は
全
ぐ
猫
歩

の
誇
り
で
あ
る
。
此
の
嬬
は
ヤ
；
キ
ー
ス
の
遠
く
及
ぶ
，
こ
こ
ろ
で
な
い
。
恰
も
、
入
工
の
及
ば
な
い
所
を
、
天
然
が
補
な
っ
た
や
う
に
も
思
は

れ
る
。
リ
ク
の
景
色
は
、
殊
に
、
西
に
向
っ
て
、
サ
ン
タ
・
フ
ラ
ラ
の
関
野
ざ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
薄
を
見
渡
す
の
が
最
上
で
あ
っ
て
、
朝
早

く
旭
日
を
受
け
る
時
，
眞
書
中
の
明
る
さ
、
又
，
夕
日
の
沈
み
行
く
檬
な
さ
、
取
り
ぐ
に
面
白
い
か
、
夜
は
ま
た
山
麓
の
サ
ン
ノ
ゼ
市
附
近

の
布
街
の
電
飾
が
、
此
の
世
の
も
の
ε
は
思
は
れ
な
い
ほ
さ
美
し
い
。

　
し
か
し
、
リ
ク
の
誇
る
美
景
は
，
山
隠
か
ら
四
方
を
見
下
す
景
の
み
で
は
な
い
。
自
分
が
登
山
し
た
の
は
七
月
七
日
の
午
後
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
く
て

乗
合
自
動
車
に
乗
っ
て
、
サ
ン
ノ
ゼ
の
市
街
を
離
れ
る
ε
、
間
も
な
く
行
手
の
山
上
に
純
白
の
二
三
貼
ざ
見
え
た
此
の
天
文
壼
が
、
其
れ
か
ら

の
途
中
に
絶
え
ず
限
を
喜
ば
せ
，
一
歩
ノ
、
近
づ
く
毎
に
山
地
の
褐
色
に
封
し
て
ド
ー
ム
の
白
色
が
冴
え
て
來
る
の
は
非
常
な
愉
快
で
あ
り
、

（
七
）
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（
入
㌧

叉
、
喜
び
で
あ
っ
た
こ
嘔
こ
を
忘
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
）

　
さ
て
、
ま
た
、
天
文
豪
の
説
明
に
鋳
ら
う
。
直
径
三
十
六
吋
の
大
望
遠
鏡
を
図
れ
て
み
る
大
ド
」
ム
が
、
リ
ク
天
文
塁
全
艦
の
主
要
部
で
あ

る
こ
，
こ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
既
に
今
ま
で
に
幾
度
も
蓮
べ
た
通
り
、
三
十
六
吋
ミ
言
へ
ば
、
必
ず
誰
れ
で
も
其
れ
の
競
箏
者
の
如
く
に
ヤ
ー

キ
ー
ス
天
文
墓
の
四
十
吋
を
思
ひ
起
し
て
、
比
較
し
た
い
氣
持
ち
に
な
る
。
殊
に
自
分
は
、
渡
米
以
來
す
い
ぶ
ん
永
い
日
数
を
ヤ
ー
キ
ー
ス
に

費
し
て
來
牝
の
で
あ
る
か
ら
，
か
う
し
た
比
較
氣
分
は
頗
る
あ
ざ
や
か
に
豊
え
た
。
し
か
し
、
リ
ク
に
愈
々
着
い
て
其
の
追
物
を
見
る
に
及
び

　
「
こ
れ
は
比
較
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
無
い
」

一
こ
言
っ
た
や
う
な
心
が
起
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
此
の
三
＋
六
吋
は
、
そ
れ
を
包
む
ド
ー
ム
ε
共
に
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
其
れ
等
ご
直
接
に
比

較
す
べ
か
ら
ざ
る
特
別
な
紬
を
多
く
持
っ
て
み
る
。
離
れ
を
見
る
者
は
、
四
十
吋
に
封
ず
る
三
十
六
吋
の
優
か
劣
か
を
言
ふ
べ
き
も
の
で
な
く

し
て
、
む
し
ろ
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
方
に
見
ら
れ
な
い
移
る
種
の
猫
特
な
も
の
を
學
ぶ
べ
き
で
あ
ら
う
。
今
左
に
其
の
若
干
馳
を
墾
け
や
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
）

　
三
十
六
吋
を
納
れ
て
る
る
大
ド
ー
ム
が
、
牟
球
形
を
な
し
て
、
底
部
の
圓
形
レ
ー
ル
上
を
自
由
に
廻
了
す
る
や
う
に
な
っ
て
み
る
の
は
言
ふ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
リ
ヅ
ト

で
も
な
い
こ
ざ
で
あ
る
が
、
星
の
光
を
入
れ
る
た
め
に
開
け
る
長
窓
が
、
や
は
り
原
理
は
ド
ー
ム
全
膿
の
里
道
ミ
同
様
に
、
底
部
の
圓
形
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
プ

ル
の
上
を
運
動
す
る
戸
に
よ
っ
て
開
閉
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
て
み
る
こ
S
は
、
自
分
－
こ
し
て
は
、
む
し
ろ
始
め
て
見
る
型
で
あ
っ
た
Q
今
迄

爲
眞
な
＄
で
リ
ク
大
ド
ー
ム
の
形
を
見
、
ス
リ
ッ
ト
の
開
き
方
が
少
々
罪
な
も
の
だ
ミ
は
思
っ
て
み
た
が
，
實
は
、
今
、
目
の
あ
た
の
其
の
實

物
を
見
る
ま
で
合
顯
が
往
か
な
か
つ
弛
。
触
れ
は
誠
に
面
白
い
型
で
あ
る
。
時
代
か
ら
惹
い
て
批
評
す
る
な
ら
ば
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
大
ド
ー
ム

に
比
べ
て
八
九
年
前
に
出
來
た
古
い
も
の
で
あ
る
ミ
い
ふ
べ
き
だ
が
、
自
分
は
リ
ク
か
ら
、
最
近
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
裾
女
皇
に
移
っ
て
企
て
、

此
の
最
も
新
し
い
天
文
学
の
或
る
二
、
三
の
ド
ー
ム
が
、
右
に
述
べ
た
り
ク
の
型
を
探
用
し
て
み
る
の
を
見
て
、
今
更
、
本
家
の
リ
ク
ド
ー
ム
を

愛
敬
し
た
く
な
っ
た
。

　
ド
ー
ム
の
中
の
圓
形
ω
床
板
が
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
如
く
、
観
測
者
の
便
宜
の
た
め
に
、
昇
り
降
の
の
自
働
装
置
を
持
っ
て
る
る
の
は
、
む
し
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ろ
此
れ
は
や
ー
キ
ー
ス
天
文
皇
の
た
め
に
先
例
を
開
い
た
も
の
ミ
し
て
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
自
働
装
置
の
原
動
力
が
隣
り
の
峰
の

タ
ン
ク
か
ら
來
て
る
る
水
の
水
歴
に
よ
っ
て
與
へ
ら
れ
て
る
る
の
も
、
珍
ら
し
い
ε
言
へ
ば
珍
ら
し
い
型
で
あ
る
。
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
方
は
勿
論

之
れ
が
電
動
力
で
操
ら
れ
て
至
極
便
利
に
出
來
て
る
る
。
其
の
経
験
か
ら
見
る
ε
、
リ
ク
の
水
墜
式
は
如
何
に
も
奮
弐
で
、
其
の
創
立
の
時
代

を
表
は
し
て
み
る
や
う
で
も
あ
る
。
l
l
先
頃
、
自
分
が
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
み
る
頃
、
解
る
人
ε
の
世
間
話
の
つ
い
で
に
、

　
「
リ
ッ
ク
天
文
肇
で
は
、
冬
の
日
に
氣
温
が
氷
鮎
以
下
に
降
れ
ば
、
観
測
者
は
其
の
仕
事
を
休
止
す
る
の
だ
さ
う
だ
」

添
い
ふ
話
を
聞
い
て
、
（
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
吾
々
が
氷
鮎
以
下
何
十
度
ε
い
ふ
極
寒
の
時
に
も
敢
然
ぐ
」
し
て
観
測
を
績
け
て
る
る
の
に
比
べ
て
）
リ

ク
の
入
溝
の
呑
氣
さ
を
笑
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
、
リ
ク
へ
來
て
、
其
の
昇
降
床
の
仕
掛
を
見
る
に
及
び
、
リ
ク
の
人
々
が
怠
る
の
で
は
な

く
、
原
動
力
の
水
が
氷
結
し
て
仕
事
が
出
來
な
く
な
る
の
だ
ミ
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
三
）

　
三
十
六
吋
。
こ
は
大
望
氷
嚢
の
筒
先
の
レ
ン
ズ
の
直
径
で
あ
る
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
ε
で
あ
ろ
。
之
れ
に
籍
し
て
望
遠
鏡
の
筒
の
全
罷
の

長
さ
は
大
約
六
十
沢
、
去
れ
が
内
径
七
十
吠
の
ド
ー
ム
の
中
で
蓮
用
さ
れ
て
あ
る
の
だ
か
ら
、
ド
ー
ム
が
少
々
小
さ
く
て
、
観
測
に
窮
屈
ら
し

く
見
え
る
こ
ミ
が
屡
々
あ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
し
か
し
此
の
リ
ク
の
三
十
六
吋
こ
そ
は
、
其
の
ぞ
も
く
の
建
設
當
時
か
ら
、
今
日
ま
で
も

永
く
天
特
写
界
に
偉
大
な
る
貢
献
を
し
た
貴
ミ
い
機
械
で
あ
る
。
顧
る
に
、
十
九
世
紀
の
末
は
天
文
學
的
に
最
も
ア
ム
ビ
シ
ア
ス
な
時
代
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
七
三
年
、
北
米
ワ
シ
ン
ト
ン
の
海
軍
天
文
皇
は
二
十
六
吋
ミ
い
ふ
望
丸
鏡
を
建
設
し
て
、
世
界
第
一
の
玉
響
を
得
た
が

一
八
八
四
年
に
至
っ
て
ロ
シ
ア
の
プ
ル
コ
ワ
天
文
毫
に
建
て
ら
れ
た
三
十
吋
谷
下
鏡
が
代
っ
て
世
界
第
一
の
名
を
歓
洲
に
図
復
し
た
。
す
る
一
こ

吹
に
、
人
々
の
希
望
は
上
々
大
き
な
も
の
を
望
ん
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
．
市
の
リ
ク
氏
を
動
か
し
、
新
た
に
三
十
六
吋
の
E
機
を
此
の
山
上

に
据
え
て
、
天
界
ミ
地
上
ミ
を
共
に
眸
面
す
る
に
至
り
、
世
界
の
墨
界
は
置
け
て
驚
嘆
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
，
其
の
後
十
年
な
ら
す
し
て

新
し
い
世
界
第
一
は
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
四
十
吋
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
け
れ
さ
、
リ
ク
三
十
六
吋
の
活
動
ば
決
し
て
新
し
い
四
十
吋

に
劣
る
こ
ミ
な
く
、
此
の
互
大
な
る
二
機
は
今
日
爾
、
東
西
相
呼
慮
し
て
米
國
の
天
文
界
を
賑
は
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
四
）

（
九
）
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（
一
〇
）

　
リ
ク
三
十
六
吋
の
今
日
の
業
蹟
は
頗
る
多
い
。
し
か
し
今
其
の
最
も
著
名
な
る
も
の
を
二
三
墨
ぴ
て
見
る
s
、

ヘ
　
　
へ

第
一
は
木
星
の
第
五
衛
星
の
嚢
見
で
あ
る
。
由
れ
は
、
か
の
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
が
リ
ク
に
在
職
中
隔
一
八
九
二
年
九
月
九
日
の
夜
書
見
し
た
も
の

で
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
名
馨
で
あ
る
ミ
共
に
、
三
十
六
吋
の
賓
力
に
も
由
る
の
で
あ
る
こ
ε
は
勿
論
で
あ
る
。
此
の
時
ま
で
、
木
星
に
は
ガ
リ

レ
オ
の
細
見
し
た
四
つ
の
衛
星
だ
け
が
知
ら
れ
、
其
．
の
後
、
土
星
や
火
星
や
天
王
星
，
海
王
星
に
新
し
い
衛
星
か
綾
々
登
見
せ
ら
れ
る
の
に
、

ひ
ε
の
木
星
に
は
昔
し
の
ま
Σ
の
四
つ
ぎ
り
で
、
ほ
か
に
は
全
く
存
在
し
な
い
も
の
か
ε
思
は
れ
て
る
た
の
で
あ
る
。
此
の
度
の
嚢
見
に
よ
り

人
の
努
力
－
こ
機
械
の
優
秀
ざ
よ
っ
て
宇
宙
の
新
事
實
は
い
く
ら
で
も
獲
見
さ
れ
て
行
く
こ
マ
W
を
教
へ
た
も
の
で
あ
る
。

ヘ
　
へ

第
二
は
プ
ロ
シ
オ
ン
星
の
件
星
の
襲
見
で
あ
る
。
プ
ロ
シ
オ
ン
星
の
固
有
蓮
動
が
不
規
則
で
あ
る
し
こ
ろ
か
ら
、
必
ず
寄
れ
に
は
或
る
未
知
星

の
引
力
作
用
が
あ
る
一
こ
い
ふ
説
を
議
表
し
た
の
は
ド
イ
ツ
の
ベ
ッ
セ
ル
教
授
で
、
そ
れ
は
哺
八
四
〇
年
頃
で
あ
っ
た
が
、
長
い
間
、
其
の
未
知

星
の
存
在
は
實
謹
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
八
九
六
年
に
至
り
、
リ
ク
天
文
方
の
シ
ー
バ
ー
リ
教
授
が
三
十
六
吋
に
よ
っ
て
始
め
て
十
三
等
の
微

光
星
を
認
め
，
其
れ
に
よ
っ
て
、
ベ
ッ
セ
ル
の
数
學
推
理
ε
自
ら
の
観
察
力
ミ
を
共
に
確
か
め
た
の
で
あ
る
。

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
コ
ヨ
ド

第
三
は
新
し
い
二
重
星
嚢
見
の
記
録
で
あ
る
。
創
立
以
來
、
ハ
セ
イ
、
エ
ト
．
ヶ
ン
爾
氏
は
專
ら
二
重
星
の
新
議
見
を
三
十
六
吋
に
よ
っ
て
企
て

た
の
で
あ
る
が
、
其
の
結
果
、
ハ
セ
イ
氏
は
↓
千
三
百
個
、
エ
ト
ケ
ン
氏
は
三
千
個
ざ
い
ふ
塞
前
の
成
績
を
一
け
た
の
で
あ
っ
て
、
之
れ
に
よ

り
、
二
重
星
學
の
封
象
を
思
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
に
、
二
重
星
の
分
布
、
構
造
、
蓮
行
、
質
量
等
の
統
計
的
材
料
を
得
、
ひ
い
て
今
日

の
宇
宙
學
の
一
方
を
開
拓
し
た
功
は
大
な
り
ε
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

ヘ
　
　
へ

第
四
は
天
贈
脳
の
分
光
的
研
究
で
あ
る
。
之
れ
は
り
ク
三
十
六
吋
の
贔
も
得
意
ぐ
」
す
ろ
大
事
業
で
あ
っ
て
、
元
の
誤
長
キ
ー
ラ
ー
氏
ε
現
胴
長
カ

ン
ベ
ル
氏
ε
は
、
何
れ
も
多
く
の
優
秀
な
る
幕
僚
を
從
へ
て
、
此
の
方
面
を
開
拓
し
た
Q
そ
れ
に
よ
っ
て
、
我
が
太
陽
系
統
の
蓮
動
ε
其
の
方

向
を
決
定
し
、
叉
、
、
全
恒
星
系
の
蓮
動
方
式
を
研
究
し
た
餌
料
は
、
一
一
十
世
紀
の
天
文
墨
界
を
重
か
ら
し
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
リ
ク
の
名
を

長
く
世
界
に
揚
げ
る
こ
ざ
に
な
っ
た
。
葡
、
此
の
頁
の
序
で
を
五
つ
で
、
リ
ク
の
分
光
観
測
が
今
ま
で
に
既
に
四
百
個
の
分
光
蓮
星
を
嚢
溢
し

た
こ
ざ
を
附
加
し
で
置
く
の
も
當
然
で
あ
る
ε
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
五
）
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ヤ
ー
キ
ー
ス
の
四
十
吋
が
，
恒
星
禁
男
や
測
微
観
測
や
光
度
研
究
や
分
光
撮
影
や
太
陽
研
究
な
さ
の
諸
方
面
に
、
叢
夜
を
通
じ
て
、
八
方
美

入
の
や
う
な
活
動
を
や
っ
て
み
る
の
に
痛
し
、
リ
ク
の
三
十
六
吋
が
、
專
ら
分
光
撮
影
ぐ
」
測
微
観
測
こ
の
み
を
や
っ
て
み
る
の
は
、
何
だ
か
物

足
り
な
い
や
う
に
も
思
は
れ
る
が
、
搾
れ
は
や
ー
キ
ー
ス
の
方
に
へ
ー
ル
氏
や
フ
ロ
ス
ト
氏
の
や
う
な
派
手
な
毫
長
が
み
る
の
に
焦
し
、
こ
ち

ら
は
ホ
ル
デ
ン
氏
か
ら
カ
ン
ベ
ル
氏
に
至
る
ま
で
、
特
別
な
專
問
家
ε
し
て
、
む
し
ろ
其
の
最
も
得
意
ε
す
る
方
面
に
着
實
な
仕
事
を
し
て
往

か
う
ε
い
ふ
歴
代
の
毫
長
の
考
へ
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
）

　
リ
ク
本
館
の
北
西
端
に
あ
る
十
二
吋
の
望
遠
鏡
は
。
輕
便
な
機
械
で
あ
る
か
ら
、
色
々
の
観
測
に
多
く
の
入
か
用
み
た
や
う
で
あ
の
、
彗
星

や
、
其
他
の
偶
嚢
的
な
現
象
が
今
ま
で
は
観
測
せ
ら
れ
た
σ
し
か
し
自
分
が
近
頃
、
リ
ク
へ
來
汽
時
に
は
、
此
の
十
二
吋
に
は
、
光
電
光
度
計

を
取
り
つ
け
て
、
專
ら
、
光
度
観
測
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
七
）

　
本
館
に
隣
り
、
同
じ
丘
の
上
に
建
っ
て
る
る
子
午
線
室
は
、
前
に
も
書
い
た
通
り
タ
カ
ー
氏
の
別
天
地
で
、
や
は
り
リ
ク
の
一
名
物
で
あ
る

四
十
吠
李
方
ε
い
ふ
大
き
な
室
の
中
央
に
、
ク
ラ
ー
ク
製
で
レ
プ
ソ
ル
ド
式
の
六
籍
子
午
環
が
置
か
れ
て
あ
る
。
設
計
は
全
部
ホ
ル
デ
ン
博
士

の
考
へ
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
贅
愚
な
建
物
の
｝
部
を
下
切
っ
て
、
タ
カ
；
氏
は
自
分
の
研
究
室
ε
定
め
、
グ
ル
ド
，
ボ
ス
、
ホ
ル
デ

ン
等
の
恩
師
の
省
像
叢
を
壁
間
に
か
・
げ
て
、
猫
り
納
ま
り
返
っ
て
み
る
様
子
は
、
全
く
浮
世
は
な
れ
が
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
八
）

　
一
口
に
ハ
ミ
ル
ト
ン
山
く
」
言
っ
て
、
、
頂
上
は
幾
つ
も
の
丘
に
分
れ
て
み
て
，
此
等
の
丘
全
部
が
、
天
三
重
の
何
か
の
役
目
を
演
じ
て
み
る

本
館
の
あ
る
中
央
の
峯
か
ら
見
て
、
西
南
に
、
幾
ら
か
低
い
一
つ
の
丘
が
あ
る
。
偏
れ
を
ト
レ
ミ
ー
丘
一
こ
人
は
呼
ん
で
み
る
が
、
そ
こ
に
は
肇

長
カ
ン
ベ
ル
氏
の
宅
ε
、
タ
カ
雪
竿
の
宅
ご
、
ク
ロ
ス
リ
ゼ
望
竜
駕
ミ
が
置
か
れ
て
あ
ろ
。
ク
ロ
ス
リ
i
望
遠
鏡
ミ
は
、
溶
湯
エ
ド
ワ
ー
ド
．

ク
ロ
ス
リ
ー
氏
の
寄
附
に
よ
り
、
一
八
九
五
年
、
建
設
さ
れ
π
反
射
望
遽
鏡
で
あ
っ
て
、
鏡
は
直
径
三
＋
六
吋
、
グ
ラ
ブ
の
製
造
に
な
り
、
コ

ン
モ
ン
の
設
計
し
た
逸
物
で
あ
る
。
天
罷
の
直
接
撮
影
ε
分
光
撮
影
ミ
に
兼
ね
用
ゐ
ら
れ
、
器
械
の
諸
部
分
の
操
縦
や
、
ド
ー
ム
の
蓮
韓
な
さ

（
二
）
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（
一
二
）

悉
く
電
氣
を
動
力
ミ
し
、
本
館
の
大
望
遠
鏡
よ
り
も
遙
か
に
新
式
の
も
の
S
思
は
れ

た
。
自
分
の
滞
在
二
時
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら
留
學
し
て
來
て
る
る
ピ
ア
ー
ス
氏
が
恒
星

の
紫
外
線
撮
影
を
始
め
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
（
＋
九
）

　
中
央
丘
か
ら
幅
出
ほ
さ
東
北
に
距
つ
た
ミ
こ
ろ
に
コ
ペ
ル
ニ
ク
ズ
丘
ε
い
ふ
峯
が

あ
る
。
高
さ
は
四
千
三
百
七
十
二
沢
で
、
中
央
．
丘
よ
り
も
少
し
く
高
い
。
こ
、
に
大

き
な
水
タ
ン
ク
が
あ
っ
て
、
此
れ
が
、
か
の
大
望
逡
鏡
室
の
床
を
昇
降
さ
せ
る
水
歴

ヵ
を
供
給
し
て
み
る
。

　
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
丘
の
北
面
に
、
今
一
つ
低
い
丘
が
あ
る
。
名
は
ハ
イ
ダ
ン
ス
丘
マ
」

い
ふ
の
で
あ
る
が
、
似
れ
は
研
究
者
た
ち
が
、
土
曜
日
曜
の
日
な
曹
に
散
歩
す
る
揚

所
で
、
天
文
毫
備
、
“
し
て
は
、
別
に
何
に
も
用
み
て
み
な
い
。

　
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
丘
ミ
中
央
丘
ε
の
中
間
に
、
倫
一
つ
の
ケ
プ
レ
ル
丘
ε
い
ふ
の
が

あ
ろ
。
こ
、
に
も
水
タ
ン
ク
が
一
つ
あ
っ
て
、
天
文
盗
全
艦
の
公
私
用
の
水
を
蓄
へ

て
る
る
。
こ
の
ケ
プ
レ
ル
丘
ざ
中
央
丘
S
の
間
が
、
長
い
峯
つ
黛
き
に
な
つ
τ
み
て

多
く
の
住
宅
や
其
の
他
の
建
物
が
皆
集
ま
っ
て
ゐ
，
研
究
用
の
小
さ
な
望
逡
鏡
を
入

れ
旗
ド
ー
ム
も
二
つ
ば
か
り
、
其
の
中
に
混
じ
て
み
る
。
主
な
る
佳
宅
を
、
東
か
ら

順
に
言
へ
ば
、
最
初
が
ラ
4
ト
氏
の
宅
、
次
か
エ
ト
ク
ン
氏
、
そ
れ
か
ら
、
ム
ー
ア

氏
、
ト
ラ
ン
プ
ラ
ー
氏
、
し
い
ふ
順
で
、
ト
ラ
ン
プ
ラ
i
氏
宅
か
ら
中
央
丘
の
寄
宿
舎

ま
で
の
間
質
、
食
堂
や
料
理
場
や
、
職
人
た
ち
の
合
宿
所
な
，
ご
が
あ
り
、
可
愛
ら
し

い
小
寺
校
の
校
舎
も
あ
る
。
こ
の
世
間
離
れ
の
天
文
村
の
稚
い
兇
童
た
ち
が
、
正
規
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の
義
務
教
育
を
受
け
る
S
こ
ろ
で
、
卒
均
十
名
内
外
の
生
徒
藪
で
あ
る
が
、
教
師
は
立
派
な
有
資
格
者
が
、
山
麓
の
サ
ン
ノ
ゼ
市
か
ら
派
遣
せ

ら
れ
る
。
－
⊥
あ
、
學
校
や
食
堂
の
あ
る
あ
を
が
グ
ウ
霜
仲
、
入
の
最
も
多
く
往
訂
す
る
ミ
ス
で
、
山
麓
か
ら
の
訪
問
者
や
自
動
車
も

此
所
を
通
過
す
る
。
こ
・
が
、
言
は
“
リ
ク
天
文
村
の
下
村
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
）

村
の
食
堂
の
裏
の
方
に
十
沢
ば
か
り
の
ド
ー
ム
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
六
三
玉
の
短
期
望
十
五
が
あ
る
。
溜
れ
こ
そ
は
有
名
な
ウ
イ
ラ
ー
ド

玉
で
、
か
の
バ
ー
ナ
ー
ド
が
當
天
文
毫
に
在
職
中
、
始
め
て
天
の
河
の
廣
角
撮
影
を
試
み
、
藤
豆
以
上
の
成
績
を
五
っ
て
，
宇
宙
構
造
の
デ
リ

ク
ー
ト
な
様
子
を
嚢
臆
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
バ
ー
ナ
ー
ド
の
偉
業
の
一
つ
で
あ
り
、
此
の
経
験
に
よ
っ
て
氏
は
ヤ
ー
キ

！
ス
の
ブ
ル
ー
ス
鏡
を
設
計
し
た
の
で
あ
ろ
。

　
今
鴫
つ
、
ム
ー
ア
氏
の
住
宅
の
西
に
隣
っ
て
、
ウ
イ
ラ
ー
ド
の
ド
ー
ム
ざ
同
じ
程
の
大
き
さ
の
ド
ー
ム
が
あ
る
。
場
所
が
特
に
高
い
所
を
選

ん
で
あ
る
た
め
、
観
測
に
は
便
利
ら
し
い
。
之
れ
は
ブ
レ
シ
ャ
ー
製
立
論
牟
の
彗
星
捜
索
鏡
を
納
め
て
み
る
。
ブ
ル
ー
ス
壌
の
寄
附
に
よ
っ
て

出
來
た
も
の
で
、
触
れ
も
、
や
は
り
，
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
か
在
職
當
時
、
新
彗
「
星
望
見
の
た
め
に
偉
功
を
奏
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
＋
一
）

　
か
う
考
へ
て
見
る
ε
、
流
石
に
リ
ク
天
文
皇
に
は
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
を
思
ひ
起
さ
せ
る
も
の
が
多
い
。
周
ね
く
世
に
知
ら
れ
て
み
る
通
り
、
バ

ー
ナ
ー
ド
氏
は
貧
困
に
身
を
起
し
、
自
ら
勉
め
て
天
文
學
を
追
っ
た
入
で
あ
る
。
彼
れ
が
、
桶
八
八
七
年
ま
で
、
生
れ
故
郷
0
2
ナ
シ
ヴ
イ
ル
の

大
堀
に
み
た
間
は
要
す
る
に
加
入
天
文
家
の
域
を
脱
し
な
い
、
言
は
撃
修
養
時
代
で
あ
っ
た
。
た
ま
！
＼
、
加
州
に
此
の
リ
ク
天
文
墓
が
創
立

せ
ら
れ
る
に
際
し
，
初
代
の
毫
長
ホ
ル
デ
ン
氏
が
、
ひ
ろ
く
、
有
望
の
青
年
學
者
を
求
め
た
時
、
選
ば
れ
て
來
任
し
、
前
後
七
年
間
、
自
由
に

大
膿
に
、
又
忠
實
に
彼
れ
は
観
測
を
亡
ん
だ
Q
天
艦
爲
眞
術
の
た
め
に
は
彼
自
ら
既
に
爲
眞
師
の
下
に
養
は
れ
た
経
験
が
あ
り
、
又
観
測
術
の

た
め
に
は
、
バ
ー
ナ
ム
氏
S
い
ふ
維
好
の
友
人
の
指
導
を
受
け
、
彼
れ
は
此
の
リ
ク
在
職
期
、
か
く
し
て
立
涙
な
る
天
文
家
に
成
り
お
ほ
せ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
始
め
の
中
は
弱
輩
の
身
の
故
を
以
っ
て
、
多
く
十
二
吋
を
用
み
て
み
た
や
う
で
あ
る
が
、
U
八
九
二
年
の
九
月
に
入

っ
て
、
い
よ
く
三
十
六
吋
の
使
用
を
許
さ
れ
、
其
の
最
初
の
仕
薯
、
」
し
て
、
若
い
時
か
ら
御
馴
染
の
木
星
観
測
を
始
め
る
¶
こ
、
間
も
な
く
、

（
一
三
）
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（
繍
四
）

第
五
衛
星
を
登
見
し
た
の
で
あ
る
。
リ
ク
時
代
の
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
は
最
も
覇
氣
に
満
ち
た
時
代
で
あ
っ
た
。
ε
同
時
に
、
入
ミ
し
て
も
最
も
希

望
に
も
え
、
圓
熟
に
育
て
上
げ
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。
自
分
は
老
熟
時
代
の
氏
を
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
皇
で
見
て
、
非
常
な
感
動
を
受
け
た
剛
入

で
あ
る
が
、
今
町
り
、
リ
ク
を
訪
ふ
て
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
多
く
の
逡
跡
を
見
、
深
く
感
慨
に
ふ
け
っ
た
こ
く
」
が
多
い
。
リ
ク
天
文
肇
の
食
堂

の
入
口
に
三
本
の
メ
ー
プ
ル
樹
が
あ
る
。
可
な
り
大
き
く
の
び
九
も
の
で
あ
る
が
、
自
分
は
工
ト
ケ
ン
氏
か
ら
、
あ
る
日

「
こ
の
三
本
は
バ
ー
ナ
ー
ド
君
が
植
え
た
も
の
で
す
」

§
冨
は
れ
て
、
一
き
は
慕
か
し
く
畳
え
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
＋
二
）

　
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
皇
に
は
、
今
日
、
皆
、
學
界
の
錨
々
た
る
人
々
ば
か
り
が
居
る
の
に
、
リ
ク
に
は
、
弓
長
以
外
に
、
エ
ト
ク
ン
、
タ
カ
ー

等
の
や
う
な
豪
の
者
ば
か
り
で
な
く
、
寄
宿
舎
に
は
濁
身
の
若
い
天
文
家
が
＋
人
近
く
も
起
居
し
て
、
日
夜
、
研
究
ミ
観
測
ミ
を
や
っ
て
み
る

の
は
非
常
な
特
色
で
あ
る
Q
此
の
鮎
か
ら
見
る
ご
、
新
し
い
ヤ
ー
キ
ー
ス
よ
り
も
、
古
い
リ
ク
の
方
が
却
っ
て
若
々
し
い
活
氣
に
富
ん
で
み
る

殊
に
自
分
が
滞
在
し
た
七
月
の
始
め
頃
は
、
奉
常
の
入
々
の
外
に
、
夏
期
の
特
別
研
究
の
た
め
に
バ
ー
ク
レ
ー
大
喪
か
ら
寒
路
さ
れ
て
來
て
る

る
入
も
あ
り
、
叉
，
暑
い
東
部
諸
州
か
ら
避
暑
か
た
ぐ
昔
馴
染
の
故
郷
に
蹄
黒
し
た
つ
も
り
で
滞
在
し
て
み
る
新
進
の
天
文
學
者
連
も
あ
っ

た
。
そ
れ
が
た
め
、
寄
宿
舎
は
満
員
の
有
様
で
、
食
堂
は
此
等
の
若
い
轟
々
が
十
八
個
の
椅
子
を
列
べ
る
ご
い
ふ
大
量
氣
、
賑
や
か
な
室
氣
で

一
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
中
に
は
若
い
婦
入
も
四
五
入
混
じ
っ
て
み
る
の
だ
か
ら
。
一
1
此
の
氣
分
は
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
も
欲
し
い
や
う
に
思

っ
た
。
ヤ
ー
キ
ー
ス
は
今
鋏
員
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
三
）

　
リ
ク
天
文
盛
の
本
館
の
一
部
を
占
め
て
み
る
圖
書
室
に
、
自
分
は
厘
々
入
っ
た
。
そ
し
て
藏
書
の
多
い
の
に
一
驚
を
喫
し
翼
。
笹
書
が
多
い

誓
い
ふ
鮎
で
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
フ
ロ
ス
ト
盗
長
は
測
る
時
、
自
分
に
自
慢
を
し
た
こ
、
こ
が
あ
る
。
其
の
時
に
は
本
丁
に
自
分
も
感
心
し
て
み
た

し
か
る
に
、
リ
ク
に
來
て
見
て
、
リ
ク
の
方
が
遇
か
に
豊
富
な
こ
「
こ
を
知
っ
た
。
そ
し
て
其
の
後
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
牽
の
圖
書
が
案
外
貧

弱
な
の
を
見
て
、
白
銀
、
リ
ク
の
藏
書
の
貴
ミ
い
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
知
っ
た
。
追
書
ω
内
容
か
ら
言
へ
ば
、
リ
ク
第
一
位
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
第

二
位
，
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
第
三
位
で
あ
っ
て
、
之
れ
は
全
く
天
文
皇
創
立
の
古
さ
に
比
例
し
て
み
る
。
貴
書
は
金
で
は
買
へ
な
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
四
）
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リ
ク
で
は
、
侮
日
、
一
般
の
参
観
者
を
受
け
付
け
て
み
る
。
そ
れ
で
、
サ
ン
ノ
ゼ
か
ら
二
十
六
哩
の
山
道
を
維
た
、
海
抜
四
千
二
百
駅
の
山

嶺
で
は
あ
る
け
れ
「
ご
、
書
間
は
絶
え
ず
若
干
の
未
知
人
が
本
館
の
内
外
を
歩
い
て
み
る
。
此
等
の
人
の
混
雑
を
妨
ぐ
た
め
、
本
館
内
の
各
研
究

室
の
戸
は
準
生
開
放
し
な
い
習
慣
に
な
っ
て
み
る
。
停
れ
は
や
ー
キ
ー
ス
の
方
ぐ
」
大
に
違
ふ
。
ヤ
ー
キ
ー
ス
は
一
週
の
内
の
土
曜
の
午
後
だ
け

下
野
に
公
開
す
る
。
そ
れ
で
各
室
は
李
生
來
客
に
妨
ぴ
ら
れ
な
い
の
で
、
開
放
さ
れ
た
ま
・
に
な
っ
て
み
る
。
リ
ク
で
は
、
土
曜
の
夜
十
時
ま

で
、
十
二
吋
－
こ
三
十
六
吋
ぐ
』
で
一
般
人
士
に
天
艦
を
見
せ
る
。
其
の
夕
に
は
山
麓
か
ら
四
五
十
皇
の
自
動
車
が
多
く
の
客
を
の
せ
て
登
っ
て
來

る
。
館
内
は
御
祭
り
の
や
う
に
賑
は
う
。
ヤ
ー
キ
ー
ス
で
は
絶
鮒
に
天
仁
を
観
望
さ
せ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
＋
五
）

　
リ
ク
天
文
肇
の
本
館
を
入
っ
た
ざ
こ
ろ
の
正
面
の
壁
面
に
、

「
か
り
フ
ォ
ル
ニ
ァ
大
學
リ
ク
天
文
學
部
」

ε
書
い
た
麗
々
し
い
額
が
懸
っ
て
み
る
。
こ
れ
が
天
文
皇
の
本
名
な
の
だ
。
普
通
に
言
ふ
「
リ
ク
天
文
毫
」
ご
は
要
す
る
俗
名
稽
で
あ
る
。
さ
こ

ま
で
も
、
之
れ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
筆
の
海
馬
研
究
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
が
シ
カ
ゴ
大
戸
の
一
部
で
あ
る
の
ε
同
様
の
關
係

で
あ
る
。
リ
ク
ざ
は
此
の
設
備
の
最
初
の
大
部
分
を
寄
附
し
た
入
の
名
で
あ
る
こ
ε
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
ジ
エ
ム
ス
・
リ
ク
氏
は
一
七
九
六

年
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
に
生
れ
、
成
功
し
た
る
實
業
家
ε
し
て
米
本
國
は
勿
論
、
南
米
各
地
に
も
活
躍
し
、
一
八
四
七
年
以
來
、
加
州
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ズ
コ
に
移
っ
て
、
不
動
産
の
取
引
に
よ
り
三
百
萬
弗
の
財
を
積
ん
だ
人
で
あ
る
。
一
八
七
四
年
、
加
州
大
學
に
七
十
萬
弗
の
害
附
金
を

申
出
で
、
「
世
界
最
大
の
望
遠
鏡
を
持
つ
天
文
墓
」
を
建
て
る
希
望
を
登
表
し
た
の
が
元
で
、
途
に
此
の
天
文
肇
が
出
來
上
っ
た
の
で
あ
る
が
、

リ
ク
氏
自
身
は
不
幸
此
の
落
成
を
見
な
い
で
、
｝
八
七
六
年
十
月
一
日
目
逝
去
し
、
其
の
残
骸
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
山
上
の
此
の
大
望
遠
鏡
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
壼
の
下
に
埋
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
此
の
天
文
毫
で
は
古
く
か
ら
或
る
傳
説
が
傳
は
つ
て
、
「
三
十
六
吋
で
観
測
中
、
床
下
の
リ
ク
氏

の
亡
婁
が
甦
っ
て
煮
て
、
観
測
者
に
話
し
か
け
る
こ
一
こ
が
あ
る
」
ざ
言
は
れ
て
る
る
。
自
分
が
滞
留
中
も
、
一
一
三
度
、
じ
ゃ
う
だ
ん
霊
界
に
「
幽

璽
を
見
た
か
」
な
盲
温
聞
か
さ
れ
た
こ
一
こ
が
あ
る
。
し
か
し
此
れ
は
自
分
に
は
決
し
て
新
し
い
話
で
は
な
か
っ
た
。
先
頃
隅
い
ろ
く
、
バ
ー

ナ
ー
ド
氏
の
傅
を
縛
み
ふ
け
っ
た
時
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
自
身
が
や
は
り
此
の
幽
漿
物
語
り
に
憐
ま
さ
れ
て
滑
稽
な
話
の
種
を
穫
し
た
こ
ざ
が
あ

る
の
を
知
っ
て
み
た
の
で
、
今
夏
、
若
い
人
々
か
ら
幽
璽
の
話
を
き
い
て
、
「
今
で
も
侮
そ
う
し
た
冗
談
が
行
は
れ
て
る
る
の
か
」
嚇
こ
大
笑
ひ
を

し
た
。
時
々
は
、
若
い
者
同
志
、
古
い
者
が
新
参
者
を
試
み
る
た
め
、
不
意
に
床
下
で
怪
聲
を
た
て
エ
悪
戯
を
す
る
こ
ε
が
あ
る
ε
い
ふ
。
入

の
情
は
東
も
西
も
憂
ら
な
い
も
の
だ
。
現
代
の
誇
り
の
理
墨
者
ま
で
が
。
（
千
九
ご
三
、
入
、
二
〇
。
パ
サ
デ
ナ
市
の
ウ
イ
霞
ソ
ン
青
天
交
豪
本
部
に
て
）

（
一
五
）


